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☆全国学力・学習状況調査結果について（３年生） 
中学３年生を対象に４月１８日（火）に実施されました「全国学力・学習状況調査」の分析結果

が久留米市教育委員会から届きましたので、本校の分析結果とあわせてお知らせします。この調査

は「教科に関する調査」と「生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査」の２つの内容で実施され

ています。なお、「教科に関する調査」については学力の一側面を調査したものであり、この結果が

本校の生徒の学力全てを表すものではないことにご留意ください。また、「生活習慣や学習環境等に

関する質問紙調査」から、学習意欲や学習方法、学習習慣など子どもたちの学力に影響を与える生

活上の課題が明らかになっています。 

今回、本校の調査結果の概要及び調査結果から明らかになった課題と課題解決のために行う取り

組みについてお知らせしておりますので、この内容を多くの保護者の皆様と共有することで、今後

の本校の学力向上に向けた取り組みに対するご理解とご協力をお願いできればと考えています。 
 

【学力編】 

《国語》 

「話すこと・聞くこと」の領域や「情報の扱い方に関する事項」について概ね理解の定着が見ら

れます。「書くこと」「読むこと」の領域に課題が見られ、特に「自分の考えが伝わる文章になるよ

うに、根拠を明確にして書くこと」「観点を明確にして文章を比較し、表現の効果について考えるこ

と」「文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考えること」についての力を伸ば

す必要があります。また、記述式の問題形式において無解答率が高い傾向にあります。家庭での読

書を推進して読解力を身に着け、日頃の授業においても自分の考えを表現する活動の充実を図って

いきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《数学》 

「数と式」の領域については概ね理解の定着が見られますが、「図形」と「データの活用」の領域

について課題が見られます。特に「図形」の領域では「条件を変えた場合に事柄が成り立たなくな

った理由を、証明を振り返って読み取ること」、「関数」の領域では「累積度数の意味の理解」「四分

位範囲の意味の理解」について課題が見られます。また、記述式の問題形式において無解答率が高

い傾向にあります。朝学習や補充学習において図形や関数についての復習プリントや小テストを行

い、日頃の授業においても思考力を問う問題や考察したことを表現する活動を積極的に取り入れて

いきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

《英語》 

「聞くこと」や「書くこと」「話すこと」の領域において課題がみられます。「聞くこと」につい

ては「日常的な話題について、自分の置かれた状況などから判断して、必要な情報を聞き取ること」

に課題がみられます。「書くこと」については「疑問詞を用いた一般動詞の２人称単数過去形の疑問

文を正確に書くこと」「「相手の行動を促す」という言語の働きを理解し、依頼する表現を正確に書

くこと」に課題がみられます。「話すこと」については「日常的な話題に関して聞いたことについて、

考えとその理由を述べ合うこと」に課題がみられます。英語の語彙や基本的な表現についての理解

を深め、日頃の授業において自分の考えや気持ち等を伝え合うことができるように交流活動を工夫

するなどの指導方法の充実を図っていきます 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題が見られた問題】※調査問題 国語 P.1～P.4（詳細は生徒に配布しております調査問題をご覧ください。） 

【課題が見られた問題】 ※調査問題 数学 P.19～P.22（詳細は生徒に配布しております調査問題をご覧ください。） 

【課題が見られた問題】  ※調査問題 英語 P.15～P.20（詳細は生徒に配布しております調査問題をご覧ください。） 

調査問題・正答例につい

ては、ホームページ上に

も掲載されています。 



【生活編】 
《〇：評価できる項目 ●：課題となる項目 （本校の割合；全国比）》 
 

〇学校に行くのは楽しいと思いますか。（当てはまる、どちらかといえば当てはまる 88.８%；＋７.0pt） 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思いますか。      
（当てはまる、どちらかといえば当てはまる 95.1%；＋7.8pt） 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇友達関係に満足していますか。   （当てはまる、どちらかといえば当てはまる 92.3%；＋3.6pt） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●土曜日や日曜日など学校が休みの日に，１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか。 
（1 時間より少ない、全くしない 46.9%；＋12.7pt） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●１、２年生のときに受けた授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考え 

をまとめる活動を行っていましたか。（当てはまる、どちらかといえば当てはまる 63.0%；－6.1pt） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることが 

できていますか。     （当てはまる、どちらかといえば当てはまる 75.6%；－4.1pt） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【調査結果から】 
 

帰宅後の時間の使い方や、休日の過ごし方、ゲームやスマートフォン等につい

てのルールづくりなど、望ましい生活習慣の確立が必要であると考えています。

学力の定着と学習習慣の確立のためには，学校と家庭との連携が必要不可欠で 

あると捉えています。子どもたちの学力のさらなる向上に向けて、ご協力をお願

い致します。 

地域や家庭と協力しながら、子どもたちが安心・安全に学習に取り組める学校

づくりをしていきたいと思っております。今後ともご協力・ご支援のほどよろし

くお願い致します。 


